
会議の傍聴に関する基準 

 

会議の傍聴に関する基準は、概ね次のとおりとする。 

① 傍聴ができない者 

 次のいずれかに該当する者は、会議を傍聴することができない。 

・人に危害を加え、、又は迷惑を及ぼすおそれのあるものを携帯している者 

・ビラ、プラカード、旗又は笛、ラッパ、太鼓その他の楽器の類を携帯している

者 

・酒気を帯びていると認められる者 

・上記に掲げるもののほか、会議を妨害するおそれがあると認められる者 

② 傍聴の遵守事項 

 会議の傍聴人に対して、次に掲げる事項を守り、審議会等の長の指示に従い静

穏に傍聴するよう求めることができる。 

・会議での言論に対して拍手その他の方法により公然と賛否を表現しないこと。 

・私語、談笑その他会議の妨害となるような行為をしないこと。 

・はり紙を行い、旗又は垂れ幕の類を掲げる等の示威行為をしないこと。 

・飲食又は喫煙をしないこと。 

・写真撮影、録画、録音等をしないこと。（ただし、審議会等の長の許可を受け

た場合は除く。） 

・上記に掲げるもののほか、会議の秩序を乱し、又は会議の運営に支障となる行

為をしないこと。 

③ 傍聴人の退場命令 

 審議会等の長は、傍聴人が前記「②傍聴の遵守事項」の規定に違反したときは、

当該傍聴人に対して退場を命ずることができる。 

④ 傍聴手続 

・傍聴希望者が傍聴定員を超えたときは、先着順又は抽選によることができる。 

・傍聴人に対しては、傍聴席及び会議資料を用意する。ただし、当該資料の中に

不開示情報が記載されている場合は、資料の全部又は一部を配布しないこと

ができる。 

・傍聴人は、受付名簿により記載することとする。 


